
スラブ

３０ｄ ２５ｄ

小梁

３５ｄ ３０ｄ

――

２０ｄ２５ｄ

２０ｄ２５ｄ

３５ｄ ３０ｄ

２５ｄ３０ｄ

２５ｄ３０ｄ

２０ｄ２５ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３０ｄ ２５ｄ

１０ｄ

Ｌ３ｈ
Ｌ１ｈ Ｌ２ｈ

フックあり定着の長さ

スラブ

Ｌ３

直線定着の長さ

１　一般共通事項

（１）　鉄筋は、設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で正しく加工して

（３）　コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与え

（２）　有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

Ｌａ※

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

一級建築士事務所

設計番号 　　　－　　　　

西日本旅客鉄道株式会社

一級建築士事務所

４０

６０

４０

３０

３０

３０

３０

２０

最小かぶり厚さ

基礎，擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

擁壁，耐圧スラブ

煙突等高熱を受ける部分

る部分

土に接す

ない部分

土に接し

柱，梁，耐力壁

以外の壁

スラブ，耐力壁

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋　外

屋　内

仕上げなし

仕上げあり

構造部分の種別

　　各部の配筋は特記による

　　　いようにする。

　　　えた数値を標準とする。

　　　　よる。

２．７　各部配筋

２．６　鉄筋の保護

図２．５　鉄筋相互のあき

　　　　　　捨コンクリ－トの厚さを含まない。

　　　　　　耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材，塗装等）のものを除く。

　　　　３．　スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

　　　　２．　「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の

表２．６　鉄筋の最小かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

ＤあきＤ

間隔

Ｄは、鉄筋の最大外径

２．５　鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

はかま筋

腹筋と兼ねてよい
基礎梁主筋

図３．２　連続基礎の配筋

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

基礎梁あばら筋

１５ｄ

はかま筋基礎筋

はかま筋

基礎筋

はかま筋
ＧＬ

図３．１　独立基礎の配筋

３．１　直接基礎の配筋

【その他の記載すべき事項】

　　（２）鉄筋の間隔（ｍｍ）又は本数

　　（３）基礎の形状

　　（４）基礎の底面のＧＬ面からの深さ及び基礎スラブの厚さ（ｍｍ）

　　（５）はかま筋の有無

　　（１) 鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

Ｌ２

３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

Ｌ２

Ｌ２ｈ※

Ｄ

Ｌ２

Ｌ２ｈ※

Ｄ

Ｌ２

梁
幅

梁
幅

図３．３　基礎接合部の補強配筋

柱

梁 梁
Ｌ２

３．３　基礎梁主筋の継手、定着及び余長

　　　　図３．４による。

図３．４　梁筋の基礎梁内への定着

　　　　きない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、

１５ｄ（余長）

≧１００

継手長さ

継手長さ

　ｏ

　ｏ／４ 　ｏ／２ 　ｏ／４

継手長さ

１５ｄ（余長）１５ｄ（余長） 継手長さ

　ｏ

　ｏ／４ 　ｏ／２ 　ｏ／４

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

２００＜Ｄ≦１，００００＜Ｄ≦２００

Ｌ２

余長

図３．５　主筋の継手、定着及び余長（その１）

余長

Ｌａ※
Ｌ２

Ｌａ※

Ｌ２

余長

Ｌ２

Ｌ２

余長

Ｌａ※

図３．６　主筋の継手、定着及び余長（その２）

余長

余長

Ｌ２

Ｌａ※

Ｌ２

Ｌａ※ Ｌａ※

余長

Ｌ２

Ｌ２

Ｌａ※

余長

２０ｄ（余長） ２０ｄ（余長）

大阪工事事務所

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

　　　ない。

２．１　一般事項

２．２　加工

　　　い。

ａ ａ

カップラー

ａ

ａ＝０．５Ｌ１

Ｌ１ ａ Ｌ１

ａ≧０．５Ｌ１

b

ａ

ａ≧４００㎜
ａ

Ｌ１

表２．３　隣り合う継手の位置

Ｌ１ｈ

ａ＝０．５Ｌ１ｈ ａ≧０．５Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

Ｌ１

図２．１　フックありの場合の重ね継手の長さ

Ｌ１ｈ

Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）
種　類

鉄筋の
コンクリートの

１８

２１

４５ｄ ３５ｄ

設計基準強度

ＳＤ３４５

２４　２７

３０　３３　３６

１８

２１

２４　２７

３０　３３　３６

２１

２４　２７

３０　３３　３６

ＳＤ３９０

４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

　　　　３．　軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　２．　フックありの場合のＬ１ｈは、図２．１に示すようにフック部分　を含

　　　　　　　まない。

Ｌ1　フックなし Ｌ1ｈ　フックあり

表２．２　鉄筋の重ね継手の長さ

フックあり

の場合

の場合

フックなし

―

―

重
ね
継
手

機
械
式
継
手

圧接継手・溶接継手

溶
接
継
手

▽
定着起点

Ｌ１、Ｌ２又はＬ３

直線定着の長さ

▽
定着起点

Ｌ１ｈ、Ｌ２ｈ又はＬ３ｈ

フックあり定着の長さ

図２．２．１　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

圧
接
継
手

コンクリートの

（Ｎ／ｍ㎡）

１８

２１

設計基準強度（Ｆｃ）

４５ｄ

Ｌ１ Ｌ２
小梁

鉄筋の

種　類

４０ｄ

４０ｄ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

２４　２７

３０　３３　３６

１８

２１

３０　３３　３６

２１

２４　２７

３０　３３　３６

４０ｄ ３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

５０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

４５ｄ

５０ｄ

３５ｄ

４０ｄ

３０ｄ

３０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

４０ｄ

表２．４　鉄筋の定着の長さ

組み立てる。

（４）　鉄筋には、点付け溶接を行わない、またア－クストライクを起こしてはならな

（１）　鉄筋の切断は、シヤ－カッタ－等により行う。

（２）　次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。

（注）　１．　Ｌ１、Ｌ１ｈ：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ

　　　（４）　隣り合う継手の位置は、表２．３による。ただし、スラブ筋でD１６以

　　　　　　下の場合及び壁筋の場合は除く。

　　　　　　　なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同一箇

　　　　　　所に設ける場合は、特記による。

（５）　鉄筋の定着は、次による。

（ア）　鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、表２．４による。

　　　　　　　　　　　　　　の長さ

（注）　１．　Ｌ１，Ｌ１ｈ：２.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着

　　　　２．　Ｌ２，Ｌ２ｈ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフ

　　　　　　　　　　　　　　ックありの定着の長さ。

　　　　３．　Ｌ３：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧ス

　　　　　　　　　　ブ及びこれを受ける小梁は除く。

　　　　４．　Ｌ３ｈ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

　　　　５．　フックありの定着の場合は、図２．２に示すようにフック部分　を含ま

　　　　　　　ない。また中間部での折曲げは行わない。

　　　　６．　軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　（イ）仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表２．４のフック

　　　　　ありの定着の長さを確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。

　　　　　　　３／４倍以上とする。

　　　　　　　示す長さとする。ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの、

　　　　　(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬａ及びＬｂは、表２．５に

　　　　　(b)余長は８ｄ以上とする。

　　　　　(a)全長は、（５）（ア）の直線定着長さ以上とする。

　　　　　するものとする。

　　　　　特記がなければ、図２．２．２により、次の（a）から（c）までを全て満足

（１）　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、特記による。特記がなければ、表２．６

　　　による。ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり

　　　厚さを径の１．５倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

（注）　１．この表は、普通コンクリ－トに適用し、軽量コンクリ－トには適用しない。

　４０

　６０

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

（２）　柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加

（３）　鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（４）　鉄筋相互のあきは、図２．５により、次の値のうち最大のもの以上とする。

　　　　ただし、機械式継手及び溶接継手の場合は、５節又は６節による。

　　（ア）　　粗骨材の最大寸法の１．２５倍

　　（イ）　　２５ｍｍ

　　（ウ）　　隣り合う鉄筋の平均径（２．２（３）によるｄ）の１．５倍

（５）　鉄骨鉄筋コンクリ－ト造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、（４）に

（６）　貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（１）　鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡し、直接鉄筋の上を歩かな

（２）　コンクリートの打込みによる、鉄筋の乱れを可能な限り少なくするとともに、

　　　かぶり厚さ、鉄筋の位置及び間隔の保持に努める。

（１）独立基礎

（２）連続基礎

３．２　基礎接合部の補強配筋

　　※Ｌ２ｈを確保できない場合は、２．４（５）（イ）によることができる。

（１）　一般事項

　　（ア）　梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで

　　（イ）　梁筋を柱内に定着する場合は、５．１（１）（イ）による。

（２）　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長

（３）　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長

　　　　　ただし、耐圧スラブが付く場合は、（４）による。

ａ≧４００㎜、かつ、ａ≧（ｂ＋４０）㎜

２４　２７

　　　　４．　杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

２　加工及び組立

３　基礎及び基礎梁の配筋

　この標準図は、一般コンクリ－ト建築物について鉄筋の加工、組立の基準や

方法を決めたもので、図面に記載のない事項はこれによる。これに定めがない

場合は、「鉄道建築工事標準仕様書（西日本旅客鉄道株式会社）」、公共建築

　

工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部監

修）による。

　　　　　　　フックを用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

表２．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ内法直径（Ｄ）

ＳＤ３９０折　曲　げ　図
折曲げ

角　度
Ｄ１６以下 Ｄ１９～Ｄ３８ Ｄ１９～Ｄ３８

１８０°

１３５°

９０°

９０°

及び

１３５°

（幅止め筋）

ｄ

４ｄ以上

ｄ

Ｄ

６
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ４
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

　　　　２．　９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

（注）　１．　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°

２．３　組立

２．４　継手及び定着

（３）　鉄筋の折曲げ形状及び寸法は、表２．１による。なお、異形鉄筋の径（この節

　　　　の本文、図及び表において「d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

鉄筋は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径０．８ｍｍ以上の鉄線で結束し、

　　　適切な位置にスペ－サ－、吊金物等を使用して、堅固に組み立てる。

　　　　なお、スペ－サ－は、所定の位置に鉄筋を保持するとともに、作業荷重等に耐

　　　えれるものとする。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を

　　　行ったものとする。

（１）　鉄筋の継手は、重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手又は溶接継手とし、適用

　　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（２）　鉄筋の継手位置は、特記よる。

（３）　鉄筋の重ね継手は、次による。

（ア）　柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。

　　　　特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特４０ｄ（軽量コ

　　　　ンクリートの場合は５０ｄ）又は表２．２の重ね継手の長さのうちいず

　　　　れか大きい値とする。

（イ）　（ア）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表２．２による。

　　　　は特記による。

　　（ア）　柱の四隅にある主筋の重ね継手

　　（イ）　最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着

　　（ウ）　梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね継手（基礎梁を除く。）

　　（エ）　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

　　（オ）　杭基礎のベース筋

　　（カ）　帯筋、あばら筋及び幅止め筋

ＳＤ２９５，ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

ＳＤ２９５

小梁の

場合は

（片持

２０ｄ

25d）

１０ｄ

かつ

以上

（片持

スラブ

の場合

は25d）

１５０㎜

余
長

Ｌ

Ｌａ
（ただし、柱せいの

３/４倍以上）

余
長

Ｌｂ

Ｌ

全長 全長

梁主筋の
柱内折曲げ定着の投影定着長さ

小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　（ウ）機械式定着工法の適用は、特記による。

　　　　　機械式定着工法は、次による。

　　　　　①  機械式定着工法は、「保有水平耐力計算及び許容応力度等計算の方法を

　　　　　②　機械式定着工法の適用箇所及び種類は、特記による。

　　　　　  定める件」（平19年5月18日　国土交通省告示第594号）及び「鉄筋コンク

　　　　　③  鉄筋の必要定着長さ、補強筋、かぶり厚さ、品質、検査等については、

　　　　　  リート造の柱に取り付けるはりの構造耐力上の安全性を確かめるための構

　　　　　  に基づく性能を有するものとする。

　　　　　  造計算の基準を定める件」（平成23年4月27日　国土交通省告示第432号）

　　　　　  工法ごとに定められた条件による。

　　　　　　なお、Ｌ１は表２．２に、Ｌ２及びＬ３は表２．４による。

（６）　その他の鉄筋の継手及び定着は、次による。

　　　（ア）　溶接金網の継手及び定着は、図２．３による。

Ｌ２
Ｌ３

１５０ｍｍ以上
１節半以上、かつ、１節半以上、かつ、

１５０ｍｍ以上

重ね継手

鉄筋鉄筋

図２．３　溶接金網の継手及び定着

Ｌ１
Ｌ１

スラブの場合 壁の場合

　　　（２）スパイラル筋の継手及び定着は，図２．４による。

５０ｄ
５０ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

（重ね継手）

中間部

１．５巻

添巻き
以上の

≧６ｄ

ｄ
≧６ｄ

ｄ

（柱頭又は柱脚部）

末端部

図２．４　スパイラル筋の継手及び定着

図２．２．２　折曲げ定着の方法

　　　　３．　軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

ＬｂＬａ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

表２．５　投影定着長さ

ＳＤ３９０

３０　３３　３６

２４　２７

２１

３０　３３　３６

２４　２７

２１

１８

３０　３３　３６

２４　２７

ＳＤ３４５

設計基準強度

２１

１８

コンクリートの
鉄筋の

種　類
Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）

　　　　２．　Ｌｂ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

（注）　１．　Ｌａ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

ＳＤ２９５

　　　　原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継手を用いない。

特　記

工　事　名

図　面　名

ＳＣＡＬＥ

Ｓ－０１
ＮＯ   

　      ・      ・      

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

ＪＲ西日本

２０２３０６０１版



Ｌ２

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

継手長さ １５ｄ（余長）

継手長さ

　【その他記載すべき事項】

　　　鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　【設計注意事項】

　　　第３６条及び第７３条の規定に注意が必要である。

３．４　基礎梁のあばら筋

４．１　柱主筋の継手、定着及び余長
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＋
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Ｌ
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５

ｄ

５
０

０
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、

か
つ

、
１

，
５

０
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以
下

が多い場合

下階の鉄筋

図４．１　柱主筋の継手、定着及び余長

継手 定着
≧150 ≧150

　　　　　　合には、フックを取り付ける。

　【その他記載すべき事項】

　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　（２）継手の方法

　　（３）かぶり厚さ

　【設計注意事項】

　　（１）柱頭定着長さＬ２が確保できない場合は、構造計算等により必要長さ

　　　　　の確認を行うものとする。

　　（２）柱頭主筋について、梁上端主筋との取合いを考慮し、適切なかぶり厚

　　　　　さを確保する。

　　　　２．隣り合う継手の位置は、表２．３による。

　　　　１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場

≧８ｄ

ｄ

一般の場合 重ね継手とする場合

　　　　　図３．８によることができる。

図３．８　あばら筋組立の形及びフックの位置

　【その他記載すべき事項】

　　　鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

４．２　帯筋組立の形及び割付け

≧６ｄ

ｄ

≧８ｄ

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

（イ） （ロ） （ハ）

①　Ｈ形

②　Ｗ－Ｉ形

（注）溶接は，鉄筋の組立前に行う。

Ｌ Ｌ Ｌ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

③　ＳＰ形（スパイラル筋）

ｄ

≧４０ｄ

≧６ｄ

≧６ｄ

Ｌ

≧６ｄ

（イ） （ロ）

④　丸形

（イ） （ロ）

１．Ｈ形を標準とする。

２．フック及び継手の位置は、交互とする。

　　の場合は１０ｄ以上とする。

４．ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は１．５巻以上の添巻きを行う。

５．Ｈ形の１３５°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ―Ｉ形とする。

３．溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

図４．２　帯筋組立の形

より１サイズ太い鉄筋又は

のとする。

場合、帯筋は、一般の帯筋

同径のものを２本重ねたも

１．５Ｐ２＠

Ｐ２＠

１．５Ｐ１＠

Ｐ１＠

１．５Ｐ１＠

梁面より割付ける

帯筋

柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１．５Ｐ１＠　

又は１．５Ｐ２＠　とする範囲は、その柱に取り付くすべての

梁を考慮して適用する。

なお、Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

図４．３　帯筋の割付け

　【その他記載すべき事項】

　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　（２）帯筋組立の形

　　（３）帯筋の間隔（ｍｍ）

上下の柱断面寸法が異なる

　　　　１．柱の打増し幅（ａ，ａ１，ａ２）が７０ｍｍ以上の場合の補強を示す。

４．３　柱の打増し補強

図４．４　柱の打増し補強配筋

打増し部分

以　下以　下 以　下

ａ 以　下

以　下

以　下

３００ ３００３００ ３００
以　下以　下

３００

ａ１

ａ
２

３００

３００

３００

一方向の打増し ニ方向の打増し

帯筋と同径、同材質、
同間隔

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

　　　　２．帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは

　　　　　　Ｌ２とする。

　　　　２．軸方向の補強筋間隔は３００ｍｍ以下とする。

　　　　　　やむを得ず梁内に定着する場合は、図５．１による。

５．１　大梁主筋の継手、定着及び余長

Ｌ２

最上階

１５ｄ（余長）

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

一般階

　　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように

　　　　　　引通すことができる。

　　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　ο／２

　ο

　　　　２．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

１５ｄ（余長）

　ο／４ 　ο／４

二段筋

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

　【その他記載すべき事項】

　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　（２）軸方向の補強筋本数

　　（３）打増し幅

Ｄ

９００≦Ｄ＜１，２００６００≦Ｄ＜９００ １，２００≦Ｄ≦１，５００

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０
幅止め筋

２－Ｄ１０

腹筋 ２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

図５．９　腹筋及び幅止め筋（その１）

　【その他記載すべき事項】

　　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　【設計注意事項】

　　　（２）あばら筋組立の形

　　　　腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ及び定着長さは、別途定める

      　こと。

　　　１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０ｍｍ程度とする。

　　　２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０-1,000＠程度とする。

５．３　梁の打増し補強

ｂ ｂ

ａ

Ｌ
２

ａ

Ｌ
２

下端の打増し 上端の打増し

あばら筋と同径、同材質、同間隔

打増し部分

打増し部分

Ｌ２

a
ba1

a2
Ｌ

２

側面の打増し ニ方向の打増し

腹筋は、５．２（ｄ）

による

Ｌ２

　　　（２）軸方向の補強筋本数

　　　（３）打増し幅

　　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

    着長さはＬ２とする。

　【その他記載すべき事項】

図５．１０　梁の打増し補強配筋

　　　２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、定

　　　１．梁の打増し幅（ａ，ａ１，ａ２）が７０以上の場合の補強を示す。

　　　　２．図中のＰ＠、Ｐ’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

Ｄ

Ｐ’＠Ｐ’＠ Ｐ＠ ≦Ｐ’＠

図５．８　あばら筋の割付け（その３）

　ο／４
　ο

　ο／４

　　　　１．あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

≧８ｄ

図５．４　ハンチのある大梁の定着及び余長

　【その他記載すべき事項】

　　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　　（２）ハンチ部分の傾斜

　【設計注意事項】

５．２　あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付け等

≧６ｄ

（イ） （ニ）

≧６ｄ

（ハ）（ロ）

≧８ｄ ≧８ｄ
ｄ

　　　　　　スラブの付く側、Ｔ形梁では交互とする。

　　　　　　Ｔ形梁の場合は（ロ）～（二）とすることができる。

　　　　　　　なお、（ハ）の場合は床版の付く側を９０°折曲げとする。

図５．５　あばら筋組立の形

　　　１．　（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、

　　　２．　フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形では

≒３０

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

≒３０

図５．６　あばら筋の割付け（その１）

≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠≦Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

Ｄ

図５．７　あばら筋の割付け（その２）

柱

Ｌ２

梁 梁

　　　　　　上端筋：曲げ降ろす。

図５．１　梁主筋の梁内定着

　　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

柱
Ｄ≦１００

梁 梁

吊上げ筋は、一般のあばら
筋より１サイズ太い鉄筋又
は同径のものを２本重ねた
ものとする。

図５．２　段違い梁

　ο／４

１５ｄ（余長）

最上階

　ο／２ 　ο／４

二段筋

一般階

継手長さ１５ｄ（余長） １５ｄ（余長）

継手長さ

Ｄ

上端筋

１５ｄ（余長）

Ｄ

下端筋

　ο／４

　ο

　　　１．継手中心位置は次による。

図５．３　大梁の重ね継手、定着及び余長

　　　　　上端筋：中央　　o／２以内

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o／４を加えた範囲以内

　　　　柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令

Ｌ１ｈ

　　　※　Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

　ｏ

　ｏ／４ 　ｏ／２ 　ｏ／４Ｌ２

Ｌａ※
２０ｄ（余長）

Ｌ２

余長

Ｌ２

Ｌａ※

　　　　３．　破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　　２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

図３．７　主筋の継手、定着及び余長（その３）

（注）　１．　図示のない事項は、５．１による。

　　　　※．　Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

余長

Ｌ２
Ｌａ※

Ｌａ※

Ｌ２

余長

Ｌ
２

余長

Ｌ２

Ｌａ※ Ｌａ※

Ｌ
２

余長

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌａ※

余長余長

Ｌａ※

Ｌａ※

Ｌａ※

Ｌ２

余長

余長

２０ｄ（余長）

　ο／４ 　ο／２ 　ο／４

余長

Ｌ２ 余長

Ｌ２

余長

Ｌａ※

Ｌ２

Ｌａ※

Ｌ２

余長

Ｌａ※

Ｌａ※

余長

（４）　連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

　　　　　　あばら筋組立の形及びフックの位置は、５．２（１）による。ただし、梁

　　　　　の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１．５ｍ以上の場合は、

（１）　大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　（ア）　梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが

　　（イ）　梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。

（２）　ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長

　　　２．２．２（２）（イ）で定めた鉄筋には、フックをつける。

（３）　ハンチのある場合の定着及び余長。

（注）　１．２．２（２）（イ）で定めた鉄筋には、フックを付ける。

（１）　あばら筋組立の形状及びフックの位置

（２）　あばら筋の割付け

　　（ア）　間隔が一様で、ハンチのない場合

　　（イ）　間隔が一様で、ハンチのある場合

　　（ウ）　梁の端部で間隔の異なる場合

（３）　腹筋及び幅止め筋

Ｌ
２

　　　梁下端筋を、やむを得ず下階の柱に曲げ下げる場合は、下柱に十分な量の

　　　帯筋を配するなど注意が必要である。

　　　　　　できない場合は、（イ）により柱内に定着することができる。ただし、

　　（ウ）　段違い梁は、図５．２による。

　　　　　　なお、定着の方法は、２．４（５）（イ）による。

４　柱の配筋

５　梁の配筋

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

　

設計番号

大阪工事事務所

　　　－　　　　

工　事　名
　      ・      ・      

西日本旅客鉄道株式会社
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

図　面　名 ＮＯ   
一級建築士事務所特　記

一級建築士事務所 ＪＲ西日本 ＳＣＡＬＥ

Ｓ－０２
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Ｌ２

Ｌ２

７．２　スラブ筋の定着及び受け筋

Ｌ２
受け筋（Ｄ１３）

受け筋

耐圧スラブの場合

（Ｄ１６）

Ｌ３

（ロ）

受け筋（Ｄ１３）

（ハ）

（Ｄ１３）

受け筋

一般スラブの場合

Ｌ３

受け筋（Ｄ１３）

ＣＳ５

ＣＳ６

ＣＳ７

ＣＳ１

ＣＳ２

ＣＳ３

ＣＳ４

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

主　　筋 主　　筋配筋種別 配筋種別

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-200@

D10-400@

D10,D13-200@

D10-200@

－－－

－－－

表７．２　片持スラブの基準配筋

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（３）

Ｌ
２

Ｌ
２

先端補強筋

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３
先端補強筋

４－Ｄ１３
先端補強筋

２－Ｄ１３

６．６　パラペット

表６．５　パラペットの配筋

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ６

Ｓ７

配筋

種別 種別

配筋短辺方向(主筋)

全域

長辺方向(配力筋)

全域

短辺方向(主筋)

全域

長辺方向(配力筋)

全域

Ｓ１０

Ｓ１１

Ｓ１２

Ｓ１３

Ｓ１４

Ｓ　８

Ｓ　９同　上

同　上

同　上

同　上

D13-100＠

D13-150＠

D10,D13-150＠

D13-100＠

D13-150＠

D13-150＠

D10,D13-150＠

D10,D13-150＠

D10,D13-150＠

同　上

同　上

D10,D13-150＠

同　上

同　上

D10-150＠

D10-150＠

D10-200＠

D10-200＠

D10,D13-200＠ D10,D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D10-250＠

D10-250＠

（注）　上端筋、下端筋とも同一配筋とする。

表７．１　スラブの基準配筋

小
梁

小
梁

柱 柱

柱柱

長
辺

方
向

短辺方向

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

図７．１　スラブの配筋

　【その他記載すべき事項】

　【設計注意事項】

　　　（１）配筋種別　

　　　（２）スラブ厚さ（ｍｍ）

　　　（３）鉄筋の種類

　　　（１）土間スラブ下の砂利地業厚さ及び捨てコンクリート厚さは、別途定める

            こと。

　　　（２）土間コンクリート補強筋の配筋及び捨てコンクリート厚さは、別途定める

　　　　　　こと。

　　　（２）縦筋及び横筋の間隔

　【その他記載すべき事項】

　　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　　（２）コンクリートの厚さ（ｍｍ）

　【その他記載すべき事項】

図７．２　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

図７．３　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

　　　２．鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ１とする。

７．３　片持スラブの基準配筋

６．１　壁の基準配筋

表６．１　壁の基準配筋

種　別 縦筋及び横筋 断　面　図　（ｍｍ）

Ｄ１０－２００＠シングルＷ１２

Ｗ１５Ａ

Ｗ１５Ｂ

Ｗ１８Ａ

Ｗ１８Ｂ

Ｗ２０Ａ

Ｗ２０Ｂ

Ｄ１０－１５０＠シングル

Ｄ１０－１００＠シングル

Ｄ１０－２００＠ダブル

Ｄ１０－１５０＠ダブル

Ｄ１０－２００＠ダブル

Ｄ１０－１５０＠ダブル

1
2
0

1
5
0

1
8
0

2
0
0

（注）　壁筋の配筋順序は、規定しない。

縦筋及び横筋種　別

ＫＷ１

ＫＷ２

縦　筋

横　筋

縦　筋

横　筋

Ｄ１３－２００＠

ダブル

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１０－２００＠

ダブル

ダブル

ダブル

断　　面　　図　（ｍｍ）
階段の配筋種別

ＫＡ１

ＫＡ３

ＫＡ２

ＫＡ４

1
8
0

2
0
0

表６．２　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

（注）　縦筋は、横筋の外側に配筋する。

６．３　壁の交差部及び端部の配筋

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３２－Ｄ１３

交差部（水平断面）

１－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

２－Ｄ１３ ４－Ｄ１３

図６．２　壁の交差部及び端部の配筋

表６．３　壁開口部補強筋（Ａ形）

壁　の　種　別
補　　　強　　　筋

１－Ｄ１３

縦　横 斜　め

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｗ１２，Ｗ１５

Ｗ１８，Ｗ２０

壁　の　種　別
補　　　強　　　筋

縦　横 斜　め

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｗ１２，Ｗ１５

Ｗ１８，Ｗ２０

表６．４　壁開口部補強筋（Ｂ形）

２－Ｄ１３

４－Ｄ１３

６．４　壁の開口部補強

　【その他記載すべき事項】

Ｌ
１

Ｌ１

補強筋

開　口

Ｌ
１
Ｌ
１

壁配筋

図６．３　壁開口部補強筋の定着長さ

　　　　　避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

　【設計注意事項】

　　　　　コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、別途定めること。

　　　（２）縦筋及び横筋の間隔

ａ

打増し部分

Ｌ２

図６．４　壁の打増し補強配筋

　【その他記載すべき事項】

　　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　　（２）打増し幅

６．５　壁の打増し補強配筋

Ｌ
２

Ｌ２

先
端

壁
厚

以
上

２－Ｄ１３

10
0
以

下
1
0
0
以

下

1
0
0以

下

先
端

壁
厚

以
上

２－Ｄ１３

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

図７．６　先端に壁が付く場合の配筋

先端壁の縦筋の径

Ｌ

先端部補強筋

２－Ｄ１３

受け筋主筋

配力筋

Ｄ１３（　≦１，０００）

Ｄ１６（　＞１，０００）

図７．４　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

Ｌ

先端部補強筋

２－Ｄ１３

受け筋Ｄ１３
主筋

　≦600

配力筋

図７．５　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

　　　（２）スラブ厚さ（ｍｍ）

　【その他記載すべき事項】

　　　（１）配筋種別　

　　　（３）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

７．４　片持ちスラブの先端に壁が付く場合の配筋

Ｌ２

Ｌ１

Ｌ
１

（　　　）本
ｎ２

２

Ｌ
１

Ｌ
１

ｎ１

２（　　　）本

ｎ２本

ｎ１本

開口

　【設計注意事項】

　　　スラブ開口の最大径が７００ｍｍ以下の場合に限る。

　　　２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

　　　１．スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜

　　　　　め方向に２－Ｄ－１３（　　＝２Ｌ１）シングルを上下筋の内側に配筋する。

　　　２．スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げること

　　　　　により開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

７．５　スラブの開口部

Ｄ１３

図７．７　スラブ開口部の補強配筋

　　　１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

１５ｄ（余長）１５ｄ（余長）

　ο／６２　ο／３

　ο

　ο／６

Ｌ３ｈ※ Ｌ３ｈ※

図５．１２　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

７　ο／１２ 　ο／４ 　ο／４ 　ο／２ 　ο／４

　ο　ο

１５ｄ（余長）１５ｄ（余長） １５ｄ（余長） １５ｄ（余長） Ｌ２（定着）
連続端 連続端

　ο／４ 　ο／２ 　ο／４ 　ο／４ 　ο／２ 　ο／４

　ο／６

Ｌ３ｈ※

図５．１１　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

５．４　小梁主筋の継手、定着及び余長

        

　　　１．　　　　　　印は，余長を示す。

　　　２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

５．５　片持梁主筋の継手、定着及び余長

　【その他記載すべき事項】

　　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

Ｌ２

最上階一般階

２　／３

Ｌ

１５ｄ ２　／３

Ｌ

１５ｄ

　　　１．　　　　　　印は，余長を示す。

　　　２．先端の折曲げの長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

　　　３．図示のない事項は、５．１による

垂直断面

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

折下げ

小梁外端部 小梁連続端部

水平断面

片持ち梁

先端小梁

（頭つなぎ梁）

片持ち梁

先端小梁

図５．１４　片持梁主筋の定着

Ｌ２
Ｌ２

　　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内

　　　　　　に水平定着する。

　　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端

　　　　　　を貫通する通し筋としてよい。

　【その他記載すべき事項】

　　　（１）配筋種別

　　　（２）壁の厚さ

　　　（３）鉄筋の種類

６．２　壁の継手及び定着

Ｌ２

≦Ｐ＠

≦Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠

Ｐ＠主筋位置

主筋位置
梁

柱

主筋位置

主筋位置

梁

Ｌ１

　　　１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

　　　２．壁配筋の重ね継手はＬ１、定着長さはＬ２とする。

　　　３．幅止め筋は、縦横ともＤ１０－１，０００＠程度とする。

図６．１　壁の配筋

　【その他記載すべき事項】

　　　（２）壁筋の間隔

　【設計注意事項】

　　　（１）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　※１. Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

　　　　　図５．１３　片持梁主筋の定着及び余長

継手Ｌ１

Ｌ２

Ｌｂ外端

余長

２０ｄ（余長） ２０ｄ（余長） ２０ｄ（余長） ２０ｄ（余長）

外部 Ｌｂ

　ο／４ 　ο／２ 　ο／４

余長

端部

余長

Ｌｂ

Ｌ２Ｌ２

Ｌａ※１

Ｌ２

Ｌ３

受け筋（Ｄ１３）

余長

（イ）

Ｌｂ

Ｌ２

Ｌｂ
Ｌ２

余長

Ｌｂ

Ｌ３

Ｌ２

余長

Ｌｂ

Ｌ２

Ｌ２

余長

Ｌ３ｈＬ３ｈ
※２ ※２

余長

２０ｄ（余長）

２０ｄ（余長）

（１）　連続小梁の場合

（２）　単独小梁の場合

　　　３．図示のない事項は、３．３、５．１に準ずる。

　　※Ｌ３ｈを確保できない場合は、２．４（５）（イ）によることができる。

（１）　先端に小梁のない場合

　　※２．Ｌ３ｈを確保できない場合は、２．４（５）（イ）によることができる。

（２）　先端に小梁がある場合

（注）　１．図示のない場合は、（１）による。

（１）　壁の基準配筋は表６．１による

（２）　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表６．２による。

　　　原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

　　　鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

（１）　耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表６．３、Ｂ形は表６．４とする。

（２）　壁開口部補強筋の定着長さは図６．３による。

（３）　開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を

　　　鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

及び間隔に合わせる。

（表８．１）

壁の打増し厚さ（ａ）が５０ｍｍ以上の場合の補強を示す。

８ｄ以上

１０ｄ以上

６　壁及びその他の配筋

７．１　スラブの基準配筋

７　スラブの配筋

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（３）
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大阪工事事務所
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図　面　名 ＮＯ   
一級建築士事務所特　記

一級建築士事務所 ＪＲ西日本 ＳＣＡＬＥ

Ｓ－０３

２０２３０６０１版



　　　（３）鉄筋の種類

　　　（２）スラブ厚さ（ｍｍ）

　　　（１）配筋種別　

　【その他記載すべき事項】

表８．２　二辺固定スラブ形基準配筋

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（４）

７．６　出隅部及び入隅部の補強

５－Ｄ１０（　＝１，５００）

５－Ｄ１０（　＝１，５００）

図７．８　出隅及び入隅部の補強配筋

　　　　　　　補強筋を上端筋の下側に配置する。

　
１

／
２

出隅部分の補強筋

の
補

強
筋

出
隅

部
分

補強筋の定着

出隅受け部

一般スラブ配力筋

Ｌ
３

Ｌ１

Ｌ３

　　　２．出隅受け部配筋は柱又は梁に

出隅部

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

　１ 　１

（注）１．　１≧　２とする

　１／２
　１／２

　
２

　
１

／
２

　
２

（注）　　１≧　２とする

図７．９　片持スラブ出隅部の補強配筋

５Ｈ

Ｈ

Ｈ≦７０の場合

Ｄ１３

７０＜Ｈ≦１５０の場合

図７．１２　段差のあるスラブの補強配筋

Ｄ１３Ｌ２

Ｌ２

Ｈ

350㎜

　　　（２）スラブ厚さ（ｍｍ）

　【その他記載すべき事項】

　　　（３）鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　　　（１）配筋種別　

　　　（４）鉄筋の間隔（ｍｍ）及び本数

７．７　スラブの打継ぎ補強等

Ｌ２ Ｌ２
Ｌ３Ｄ１３

a aＤ１３

同材質、同間隔

中間部 端部

スラブ筋と同径、

Ｌ２

図７．１０　打継ぎ補強配筋

　　　　　　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

a a

中間部 端部

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径

及び間隔に合せる

図７．１１　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

土間コンクリート補強筋

Ｄ１３ Ｄ１３

　【設計注意事項】

　　　（１）土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤

　　　　　　へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介し

　　　　　　て基礎へ荷重を伝達するものとする。

　　　（２）ａが３００ｍｍ以下の場合に限る。

７．８　段差のあるスラブの補強

　【設計注意事項】

　　　１５０ｍｍ以下の段差のあるスラブの場合に限る。

８．１　片持スラブ形階段の基準配筋

Ｄ１３

表８．１　片持スラブ形階段の基準配筋

配筋種別 ＫＡ１ ＫＡ２

配筋種別 ＫＡ３ ＫＡ４

配筋図

配筋図

Ｄ１３

Ｄ１０-３００＠

Ｄ１３

Ｄ１０-３００＠

Ｄ１０-３００＠ Ｄ１０-３００＠

Ｄ１０-３００＠

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０-３００＠

Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

ｔｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

Ｌ
２

Ｌ
２

（注）　１．壁配筋は、

　　　　２．階段主筋は、壁の中心線を

　　　　　　越えてから縦に下ろす。

　　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着

　　　　　　定着の長さ］のＬ３とする。

図８．１　片持スラブ形階段配筋の定着

Ｌ２

Ｌ
３

　　　（２）スラブ厚さ（ｍｍ）

　　　（１）配筋種別　

　【その他記載すべき事項】

　　　（３）鉄筋の種類

８．２　二辺固定スラブ形階段の基準配筋

上端筋、下端筋とも（全域）

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－１００＠

Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１６－１２５＠

Ｄ１６－１００＠

Ｄ１３，１６－１５０＠

配筋種別

ＫＢ１

ＫＢ２

ＫＢ３

ＫＢ４

ＫＢ５

ＫＢ６

ＫＢ７

Ｌ３

Ｌ３

t

t

t

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１３

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０

Ｄ１０

Ｄ１０

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１３

150

図８．２　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

　０

Ｌ２
Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

t

Ｌ３

Ｄ１０－３００＠

Ｄ１０

（注）　下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

150

Ｌ３

図８．３　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

Ｄ１０

　０

　　　　　とする。

　　（２）　孔の径は、梁せいの１／３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円

　　（１）　梁貫通孔補強筋の名称等は、図９．１による。

９．１　梁貫通孔の配筋

　　（３）　孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より

　　　　　の中心とする。

　　　　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

　　（１１）溶接金網の割付け始点は，横筋ではあばら筋の下側とし，縦筋では貫通孔

　　（１０）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１－１３φのリング筋を取り付ける。

　　（９）　溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０ｍｍ以上とする。

　　（６）　縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

　　（５）　孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

　　　　　ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

　　（７）　補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図９．２による。

　　　　　緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略

　　（８）　孔の径が梁せいの１／１０以下、かつ、１５０ｍｍ未満のものは、鉄筋を

　　　　　することができる。

横筋

斜め筋

縦筋

横筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

上縦筋
上縦筋

下縦筋 下縦筋

Ｈ形

Ｄ

斜め筋

溶接金網

あばら筋
斜め筋

突出し

突出し

余長

余長

Ｄ/２

リング筋

リング筋

かぶり
貫通孔外径
かぶり

図９．１　梁貫通孔補強筋の名称等

縦筋

あばら筋

突出し 余長

あばら筋

溶接金網

縦筋

斜め筋 縦　筋 横　筋 上下縦筋
配筋

種別

表９．１　Ｈ形配筋

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

配　筋　図

なしなし

なし

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

2-2-D13 2-2-D13 2-2-D13

（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22Ｈ７

Ｈ６

Ｈ５

Ｈ４

配筋

種別
配　筋　図

表９．２　Ｍ形配筋

（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

Ｍ１

Ｍ２

Ｍ３

Ｍ４

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

6-2-D13

縦　筋

な　し

配筋

種別
配　筋　図

（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

表９．３　ＭＨ形配筋

ＭＨ１

ＭＨ２

ＭＨ３

ＭＨ５

ＭＨ６

ＭＨ７

ＭＨ４

2-6φ-100@

溶接金網

斜め筋 縦　筋 溶接金網

なし

2-6φ-100@

2-6φ-100@
4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

なし

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

4-2-D13

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ
１

貫通孔が円形の場合

　【設計注意事項】

　　　（２）鉄筋の種類

　　　（１）配筋種別　

　【その他記載すべき事項】

Ｄ１６

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１０－２００＠

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

コンクリートブロック帳壁

Ｄ１０－２００＠Ｄ１０

800

図９．２　補強筋の定着長さ

９．２　梁貫通孔の補強形式

９．３　コンクリートブロック帳壁との取合い

図９．３　控壁の配筋（水平、垂直とも）

図９．４　壁付き土間コンクリートの補強鉄筋

（ａ）　控壁の配筋

Ｌ２

Ｌ２

ｔ

（ｂ）　帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強

　【その他記載すべき事項】
Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

　　　　　　の長さは、表２．４［鉄筋の

Ｌ
１

　　　　Ｌ１定着する

突合せ溶接

ＭＨ形及びＭ形

　　　　　１／３Ｄ（Ｄは梁せい）の範囲に設けてはならない。

Ｌｂ

余長

Ｌ２

Ｌｂ

余長

Ｌ２

Ｌｂ
Ｌ２

余長

　０

（１）　屋根スラブの出隅及び入隅部

（２）　片持ちスラブの出隅部

（１）　土間スラブの打継ぎ補強

（２）　土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋 　　　　　　６．１（２）による。

　　（４）　孔は、柱面から、原則として、１．５Ｄ以上離す。

　　　鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。

８　階段の配筋

９　梁貫通孔及びその他の配筋

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（４）

　

設計番号

大阪工事事務所

　　　－　　　　

工　事　名
　      ・      ・      

西日本旅客鉄道株式会社
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

図　面　名 ＮＯ   
一級建築士事務所特　記

一級建築士事務所 ＪＲ西日本 ＳＣＡＬＥ

Ｓ－０４

２０２３０６０１版



40ｄ

（２）ダブル配筋の場合

　

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（補足編）

土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤

へ伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介し
て基礎へ荷重を伝達するものとする。

土間スラブ、土間コンクリートの定義は標準図７．７により、

（１）柱一方向増打ち ※ a＜70の場合は，無筋とする．

L2

受け筋（D13）

受け筋（D13）

L3

受け筋（D13）

Lb

L2

余
長

L3

打増し補強要領図による

打増し補強要領図による

打増し補強要領図による

L2

受け筋（D13）

L2

打増し補強要領図による

受け筋（D13）

中央部 端部

４．４　土間コンクリートの定着要領図

2-D13

50

2-D13

CL

CL

CL

CL

CL

CL

土間コンクリート、スラブ、合成スラブ、耐圧スラブに適用

※補強筋：2-D13は、スラブ上端筋の下に配筋する。

Ｌａ※

１５ｄ（余長）

≧１００

継手長さ

継手長さ

　ｏ

　ｏ／４ 　ｏ／２ 　ｏ／４

余長

余長

Ｌａ※
Ｌ２

Ｌａ※

Ｌ２

余長

Ｌ２

Ｌ２

余長

Ｌａ※

図１．１　主筋の継手、定着及び余長（その１）

継手長さ

１５ｄ（余長）１５ｄ（余長） 継手長さ

　ｏ

　ｏ／４ 　ｏ／２ 　ｏ／４

余長

余長

Ｌ２

Ｌａ※

Ｌ２

Ｌａ※ Ｌａ※

余長

Ｌ２

Ｌ２

Ｌａ※

余長

２０ｄ（余長） ２０ｄ（余長）

図１．２　主筋の継手、定着及び余長（その２）

主筋の継手、定着及び余長

継手長さ １５ｄ（余長）

継手長さ

　ｏ

　ｏ／４ 　ｏ／２ 　ｏ／４Ｌ２

Ｌａ※
２０ｄ（余長）

余長

Ｌ２

Ｌａ※

余長

Ｌ２
Ｌａ※

余長

　【その他記載すべき事項】

　　　鉄筋の種類及び呼び径（ｍｍ）

　【設計注意事項】

　　　第３６条及び第７３条の規定に注意が必要である。

　　　　柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令

　　　　３．　破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　　２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）　１．　図示のない事項は、５．１による。

　　　　※．　Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

図１．３　主筋の継手、定着及び余長（その３）

　【施工注意事項】

　　　　継手位置を変更する場合は、監督員等に確認する。

1-D13(上下共)

柱面

a L2

柱面

a
L2

柱面

L2 L2

a

出隅部 端部

70≦ a＜ 200
※a＜70は無筋とする

D13@150(上下共)

柱面

a L2

L2
a

柱面

a

柱面

L2 L2

a≧200

出隅部 端部

D13@150(上下共)

1-D13(上下共) 1-D13(上下共)

D13@150(上下共)

250≦a1≦B

250≦a2≦D

腹筋：D10@300

L2

L2

D

B   型 あばら筋と同径・同ピッチ

打増し範囲

a1

a2

保護コンクリート高さ

Ｌ
２

四隅フック付き

□－Ｄ１０＠１５０

柱径

2
0
0

2
0
0

200200

柱
径

Ｄ１３＠３００□－Ｄ１０＠１５０

土間コンクリート、スラブ以外の時 スラブ（土間コンクリートを含む）の時

5
0

基礎天端
保護コン

高さ 基礎天端
保護コン

高さ

ＧＬ スラブ天端

１．１　基礎梁主筋のＵ字型配筋の折り曲げ定着

Ｌａ≧３Ｄ／４

　　　　※．　Ｌａの数値は下式とする。

Ｌａ※

Ｄ

8d以上

Ｄ：柱せい

腹筋：D10@300

aL2

L
2

a

打増し範囲

  型 あばら筋と同径・同ピッチ

70≦a＜250

※ a＜ 70の場合は，無筋とする．（梁下打増しも本図に倣う）（１）梁上打増し

B＜250

70≦a≦D

D
a

腹筋：D10@300

打増し範囲L
2

B

B≧250

70≦a≦D
D

a

腹筋：D10@300

L
2

B

打増し範囲

幅止め筋:D10@1000

  型 あばら筋と同径・同ピッチ

腹筋：D10@300

L2 a

B

打増し範囲

70≦a＜250

  型

腹筋：D10@300

L2 a

B

打増し範囲

  型 

 あばら筋と同径・同ピッチ あばら筋と同径・同ピッチ

（２）梁側面打増し

250≦a≦B

（３）梁ニ方向打増し

幅止め筋:D10@1000

  型 あばら筋と同径・同ピッチ

取合う上端筋を互いに折り曲げて同一レベルで配筋する。

L2

L3

L2

L3

主筋

受け筋D13

主筋

配力筋

Ｌ２

（１）　一般事項

標準図３．３（２）～（４）を次に読み替えるものとする。

（２）　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長

（３）　独立基礎で基礎梁に土間スラブ及び土間コンクリートが付く場合の

　　　　　ただし、耐圧スラブ（ＦＳ）が付く場合は、（４）による。

（４）　連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

標準図７．７（２）は次に読み替えるものとする。

L
2

L2

D

  型  帯筋と同径・同ピッチ

打増し範囲

a1

a
2

B

70≦a1≦B

70≦a2≦D

L
2

D
a

  型  帯筋と同径・同ピッチ

打増し範囲

70≦ a≦D

（２）柱ニ方向増打ち

中央部 端部

４．３　土間スラブの定着要領図

標準図７．７（１）は次に読み替えるものとする。

端部 連続端

４．２　小梁の主筋の定着要領図

Lb

L2

余
長

L3h

打増し補強要領図による

L2（定着）

打増し補強要領図による

打増し補強要領図による

B/2以上

B/2以上

B

打増し補強要領図による

L
2

L
3

定着する梁幅Ｂが小さい場合は、

このとき、投影定着長さを８ｄ以上とする

ことが望ましい。

上端筋は余長部でＬ２、

下端筋は余長部でＬ３とする。

梁幅Ｂが小さい場合

　　　　※　竪樋等に支障する場合は、鉄道建築物設計・施工標準２章９－６柱の塗装仕様

　　　　　　を適用する。

標準図４．３，５．３を次に読み替えるものとする。

４．１　腰壁と基礎梁との接合部配筋要領図

L
2

打増し補強要領図による
腰壁配筋と同径・同ピッチ

１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長

２．柱脚保護コンクリート配筋要領

４．コンクリート定着要領

３．コンクリート打増し要領

５．柱廻りスラブひび割れ補強要領図

６．主筋方向が異なるスラブの配筋要領

７．柱廻り出隅部及び端部配筋要領図

８．ひび割れ誘発目地要領

カッター目地はコンクリート打設後１日以内の施工を目安とする。

目地深さは、かぶり厚さを確保した上で決定することとする。

８．１　土間コンクリート（塗床・打放し仕上げ等に適用）

カッター目地

カッター目地

カッター目地

カッター目地

≦８０００

≦
８

０
０

０
≦

８
０

０
０

≦
８

０
０

０ ３
０
０

≦８０００ ≦８０００

目地位置での鉄筋かぶり厚さを確保すること。

目地部にはシーリングを施すこと。

Ｔ

８．２　腰壁

3.0m程度以内の間隔に目地を内外共に設けること。

ｔi

ｔo ：外部側の目地深さ

：内部側の目地深さ

＋ｔ０ｔi ≧（１／５～１／４）Ｔ

：腰壁の全厚（増打厚さも含む）

（１）シングル配筋の場合

外部

内部

ｔ
i

ｔ
０

Ｔ

横筋の半数を目地位置で交互に切断

内部

Ｔ

ｔ
i

ｔ
０

外部

平断面

目地位置で交互に切断

内部側横筋の半数を

内部壁筋立面図 誘発目地

水抜き穴４箇所（VP50A）

※　捨コンを貫通すること

基礎配筋

2
5ｄ

根巻き部フープ筋

はかま筋

・トップフープ筋はダブルとする。

・基礎への根巻き主筋定着は40ｄ以上とする。

・根巻き主筋は全数フック付きとする。

・根巻き主筋定着は25ｄ以上とする。

９．階段ササラ下部ピット水抜き要領

１０．根巻き柱脚の配筋

１１．鉄筋のフレア溶接

・鉄筋の継手をフレア溶接とする場合の仕様は、異形鉄筋は「建築工事監理

指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）」、丸鋼はＳ－０６　４－４

による。

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（補足編）

３．１　梁打増し　※軸方向補強筋の定着は<L2>とする.

2-D13<L2>
D16@250<L2>

1-D16<L2> D16@250<L2>

1-D16<L2>

D16@250<L2>

D16@250<L2>

D16@250<L2>

３．２　柱打増し　※軸方向補強筋の定着は<L2>とする.

D16@300<L2>

D16@300<L2>

D16@300<L2>

D16@300<L2>
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１２

１０

１６

１１

１９

１２

２２

１３

２５

１３

２８

１４

３２

１５

３６

１５

４０

１６

鉄　骨　設　計　標　準　図　（１）

§４　溶接接合

§５　継　　手

１－１
基 本 事 項

１－ 2
そ　の　他

２－１
略　　　号

高力ボルト
３－１

４－１
隅 肉 溶 接

４－２
完全溶込み溶接
（突合せ溶接）

４－３
部分溶込み溶接

フ レ ア 溶 接
４－４

４－５
そ　  の  　他

５－１
継 手 リ ス ト

５－２
小  梁  仕  口

Ａ  タ  イ  プ
ピ  ン  接  合

剛  　接　  合
Ｂ  タ  イ  プ

§１　一般事項 （補足編による）

§２　共通事項

§３　ボルト接合

ボルトの長さ

締付け長さに加える長さ

γ１
γ２

　

　

・ＡＢ

・ＦＰ

・ＨＴＢ

・ＳＰ

・ＷＰ

・ＢＰＬ

・ＤＦＰＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

・ＢＨ

・ＣＨＰ

・ＦＢ

・ＧＰ

・ＲＰ

・ＴＢ

・Ｗ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

１－９

t 脚長（Ｓ）０≦△Ｓ≦０．５Ｓ

かつ△Ｓ≦５

L Ｌ≧１０Ｓかつ４０以上

１
２．５以上

記号
記号

余盛：△α
余盛　０≦△α≦０．４Ｓかつ△α≦４

△Ｓ＝Ｓ’－Ｓ1W W
W

W 1

1
1

S

S/2 S/2

60°

S

Ｇ＝０

S S

１）板厚の異なる場合（通しダイアフラムは除く）

２）エンドタブ

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

長さ　　は３５以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より５～１０ｍｍ

はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

付加試験に合格した溶接工によること。

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

クレーンガーダーの場合は、全て２．５倍以上の勾配をとる。

隅肉溶接Ｓ＝４～６ｍｍ

１パス長さ＝４０～６０ｍｍ程度とする

通し形裏当て金 分割形裏当て金

記　　号

ＭＣ・・・　はアーク手溶接　　　ＧＣ・・・　はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

45°

s 2 s

t

45°

Ｄ

ｔ

ss

W 8

7

W 9

D D

D

ts t

ｔ≧３　のとき　ｓ＝ｔ

ｔ＜３　のとき　ｓ＝３

D/2D/2 D/2D/2

D/2

s

　

　
裏当て

α

R T

9以上
G25以上

裏はつり
α

G
R T

裏はつり
　α

G
R T

ｄ

α

裏当て

T

FB-4.5×19
G

ｄ

2

1

2

1

1

1

D

フランジ巾　250以下 フランジ巾　300 フランジ巾　350 , 400

（ウェブ）（ウェブ） ボルト本数表示

フ　　ラ　　ン　　ジ

B H -  A  ×  B  × ｔ　× ｔ

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

× × ×H -

ボルトの

呼び径

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｆ８Ｔ、Ｆ１０Ｔ Ｓ１０Ｔ

２５

３０

３５

４０４５

４０

３５

３０

t

S

6　以下

ｔ

９

７

１２

９

１４

１０

１６

１２

１９

１１

２２

１３ １５

２５ ２８

１７

３２

１９ ２１

３６ ４０

２４

ｔ ≦ １６ １６ ＜ ｔ ≦ ４０

t

シールドアーク溶接

ガスシールド及びセルフ
アーク手溶接

適　用　板　厚形　　　　　　状

α

α

α

α

α

ｄ

α

G

R

G

R

G

R

G

R

ｄ

G T T

両　面　溶　接

１６　≦　ｔ　≦　４０

W片　面　溶　接 W 6

１２　≦　ｔ　≦　４０

ｔ／４　≦　Ｓ　≦　１０

丸鋼等溶接 軽量形鋼等溶接

材　 種 主　　　　材
ボルト

総

本数

ウ　　エ　　ブ

添　　板ボルト

総

本数

外　側　添　板

２ＰＬ ２ＰＬ

ｔ   × a   ×    　  

２ＰＬ

ｔ   × a   ×    　  ２３１１１２２２１１２１

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

高
力
ボ
ル
ト
径

ピ
 
ッ
 
チ

1、　Ｇ Ｐ  ,Ｒ Ｐ  は材種、版厚とも小梁のＷ Ｐ  と同等以上とする。

2、　継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

G PL G PL

R PL
LR P

LG P

Ｌ Ｌ Ｌ

Ａ１タイプ Ａ２タイプ Ａ３タイプ

Ｂ２タイプＢ１タイプ

W

W 1

1

G PL

2 3W   , W   or  W 4

2
3

1 1
3

2
3

3

4）開先形状

３）開先加工（下図は参考とする。）

締付け長さ

座金厚さ

ナット高さ

余長

（ねじ山１～６）

首
下
長
さ

MC-BL-2

GC-BL-2

MC-BL-B1

GC-BL-B1

MC-BK-2

GC-BK-2

5W

W 3

W 2

W 4

2 PL

一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 TEL ( 06 ) 6763 - 8205  FAX ( 06 ) 6763 - 8206 http://www.kse-web.com/

t

e ｂ ｂ ｂ

ｇ

ｂ

ｇ

ｇ

2

1

e p p p

1

最小縁端距離
圧延縁、自動ガス切断縁等

せん断縁、手動ガス切断縁

は し あ き

最     小

標     準
ピ  ッ  チ

孔　        径

p

e

Ｍ１６

１８

６０

４０

２８

２２ ２６

３４

４０（５０）

５０

６０

２２

Ｍ２０ Ｍ２２

２４

６０

５５

４０（５５）

３８

２８ ３２

４４

４５（６０）

６０

７０

２６

Ｍ２４

（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

千鳥打ちのピッチ　ｂゲージ

３５

４０

５５

2ｇ Ｍ１６，２０，２２

５０

４５

２５

６５

６０

４５

Ｍ２４

４０

呼    び    径

１６

１６

２０

２０

２２

２２

２４

２４

２４

２４

２４

２４

２４

ｇ ｇ Ｂ ｇ

ｇ
A

1

A

ｇ ｇ ｇ ｇｇ ｇ2121 2

７５

1 2 3

B B
B

＊＊５０

６０

６５

２００

１７５

１５０

１３０

１２５

１００

９０

８０

７５

７０

３０

３５

３５

４０

４０

４５

５０

５５

５０

５０

５５

６０

６０ ９０

７０

５５

４０

３５

ＡｏｒＢ ｇ ｇ21

＊＊１００

１２５

１５０

１７５

２００

２５０

＊３００

３５０

４００

６０

７５

９０

１０５

１２０

１５０

１５０

１４０

１４０

４０

７０

９０

１６

１６

２２

２２

２４

２４

２４

２４

２４

＊＊５０

６５

７０

８０

９０

１００

３０

３５

４０

４０

４５

５０

５５ ２４

２４

２２

２２

２０

２０

１６

3

最大軸径最大軸径最大軸径

形鋼のゲージ
３－３

高 力 ボ ル ト
の ピ ッ チ

３－ ２

Ｂ

Ｓ  ＝設計サイズ

Ｓ’＝実際サイズ

５～１０ｍｍ５～１０ｍｍ

γ１
γ２

ａ）スカラップ工法

ｂ）ノンスカラップ工法

寸　　　　　　法

（Ｔ－Ｒ）

（Ｔ－Ｒ）

（Ｔ－Ｒ）

（Ｔ－Ｒ）

Ｄ＝（ ｔ － ２ ）／ ２ 

　H -  A  ×  B  × ｔ　× ｔ1

2

2

1

内　側　添　板

3
a a

3

a

1a

2

2

1 1

2
11

2

2
1

2

1

2 2

111

ａ g ａ g
g

g g
g

g

ａ

e
p

p
e

t t
t

e
p

p
e

2 
1

2 
2

1 1

ｔ   × a   ×    　  

１、特記以外はすべてＳ１０Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又はＦ１０Ｔとする。

２、本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

３、ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様に

　　赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りではない。締付け

　　は１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

４、亜鉛メッキボルトの場合は、すべてＦ８Ｔとする。

１）　使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２）　設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は、

３）　製作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

４）　本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

　　　構造特記仕様書１－ ２－４、５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

アンカーボルト

ベースプレート

ダイアフラム

フランジプレート

高力ボルト

スプライスプレート

ウェブプレート

組立てＨ形鋼

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

リブプレート

ターンバックル

溶接記号（§４参照）

＊Ｂ＝３００は千鳥打ちとする。

＊＊印の欄のｇ及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

断続隅肉溶接の長さＬ

・スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

　なお複合円は滑らかに仕上げること。

・完全溶込み溶接部以外のスカラップはγ＝25程度とする。

D D

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

1、　フランジＰ　面もしくはウェブＰ　面で、段差１ｍｍを超える場合は、フィラーＰ　を入れて調整すること。

2、　ａ　は原則として梁成の２／３以上確保すること。３

ＬＬ Ｌ

ａ≦１０ ａ＞１０

　ように加工する。γ1は35程度、γ2は10以上とする。

機械加工＋ガス切りタイプ

W1
W1

6～

6～

16～

3～6
＋ ∞ （＋ ∞）
－ 2 　（－ 3）

＋ ∞ （＋ ∞）
－ 2 　（－ 3）

＋ ∞ （＋ ∞） ＋ ∞ （＋ ∞）
9 7

2 2
＋ 1  （＋ 2）
－ 2  （－ 3） － 2  （－ 3）

＋ 1  （＋ 2）
－ 2  （－ 2） － 2  （－ 2）

35°
－ 2.5°（－ 5°）
＋ ∞   （＋ ∞）

35°
＋ ∞   （＋ ∞）
－ 2.5°（－ 5°）

小文字は管理許容差（）は限界許容差を示す　　※十分な品質管理を行う

＋ ∞ （＋ ∞）
7

2
＋ 2
－ 2

＋ ∞   （＋ ∞）
※30°－ 1°  （－ 2°）

2
－ 2  （－ 2）

－ 2.5°（－ 5°）
＋ ∞   （＋ ∞）

0
＋ 2.5 （＋ 4）
－ 2   （－ 0）
＋ 2  （＋ 3）

45°

2
－ 2  （－ 2）

－ 2.5°（－ 5°）
＋ ∞   （＋ ∞）

0
－ 2   （－ 0）
＋ 2  （＋ 3）

45°

＋ 2.5 （＋ 3）

0
＋ 2.5 （＋ 4）

0
＋ 2.5 （＋ 3）

2
＋ 2  （＋ 3）

2
－ 2  （－ 2）
＋ 2  （＋ 3）

－ 2  （－ 2）

－ 2.5°（－ 5°）
＋ ∞   （＋ ∞）

45° － 2.5°（－ 5°）
＋ ∞   （＋ ∞）

45°

－ 2.5°（－ 5°）
＋ ∞   （＋ ∞）

－ 2.5°（－ 5°）
＋ ∞   （＋ ∞）

60° 60°

MC-B1-1B

GC-B1-1B

－ 0   （－ 0） － 0   （－ 0）

－ 1  （－ 2）

２０２１年２月１日作成　　（不許複製）

鉄　骨　工　作　標　準　図　（１）　　　       ２０２２年度版

鉄骨設計標準図（１）

設計番号

大阪工事事務所

　　　－　　　　

工　事　名
　      ・      ・      

西日本旅客鉄道株式会社
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

図　面　名 ＮＯ   
一級建築士事務所特　記

一級建築士事務所 ＪＲ西日本 ＳＣＡＬＥ

Ｓ－０６

　

２０２３０６０１版



ロ

ロ

２Ｐ－Ｌ

§６　柱梁接合部及び継手 

６－１

勾 配 屋 根

一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 TEL ( 06 ) 6763 - 8205  FAX ( 06 ) 6763 - 8206 http://www.kse-web.com/

Ｗ 1

６－２

梁　通　し
Ｗ 1

Ｗ 1

Ｗ 1

Ｗ ２

Ｗ ２

Ｗ 1

Ｗ 1

ｂ ｂ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

通しダイアフラム 梁ＦＰ

Ｔｆ

イ

イ

イ

イ

ロ
Ｌ

直行梁

Ｌ

Ｐ－ｂＬ

Ｐ－ｂＬ

Ｔｄ

Ｐ－ｄＬ

Ｐ－ｅＬ

Ｌ

Ｐ－ａＬ

Ｐ－ｃＬ

Ｐ－ｃＬ

Ｐ－ｃＬ

直交梁

Ｗ ２

Ｔｃｆ

Ｔｃｆ

Ｔｃ ｆ

Ｗ 1

Ｗ 1

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

ＷＰＬ

Ｗ 1

梁ＦＰ

Ｐ－ａＬ

イ

継手リストによる

１０

３０以上

１０

継手リストによる

Ｗ 1

Ｗ 1

Ｐ－ｂＬ

Ｐ－ｂＬＷ 1

Ｐ－ｂＬ直交梁用

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ4

ＨＴＢ継手

柱現場継手位置

１，０００前後

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

ガス抜穴２０Φ

ｂ － ｂ 断面

ロ

Ｐ－ｃＬ

Ｒ（曲率半径）以上

Ｐ－ｄＬ

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

ａ － ａ 断面

Ｗ 1

Ｐ－ｄＬ

Ｐ－ｄＬ

Ｗ２

Ｗ２

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

ａ ａ

Ｇ

ウェブは継手リストによる

柱ＦＰ 現場溶接継手

Ｇは§４－２による 

Ｗ２６－５

現場溶接継手

６－４

柱　　通　　し

Ｐ－ｂＬ

Ｐ－ｂＬ

Ｗ２

梁ＦＰ 現場溶接継手

Ｌ

Ｌ

下向き溶接とする

ウェブの継手は設計図書による

Ｇ

３５

Ｇ

Ｗ２

ｃ

柱溶接後切断
（Ｐ－　　　）Ｌ

建方用ボルト
（　－Ｍ　　）

通しダイアフラム

Ｗ 1

ｃ － ｃ 断面

通しダイアフラム

そ　 の　 他
Ｐ－６かつｔ／２以上Ｌ

ＧＰ－ｔＬ

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

Ｐ－ｅＬ

Ｐ－ｄＬ

直交梁

Ｗ ２

Ｗ２

設計図書による
開先形状は

腰折れ柱

§７　柱　脚

７－１

一 般 柱 脚

Ａタイプ　（主柱）

設
計

図
に

よ
る

30
～

50

Ｗ  ,２ Ｗ or Ｗ

Ｗ 1

余長はネジ山３以上

すべて座金付き二重ナットとする

場合は設計図書による
アンカーフレームを使用する

無収縮モルタル流し込み

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型

のコンクリート強度以上とする。

30
～

50
設

計
図

に
よ

る

Ｗ 1
Ｗ 1

中心塗りモルタル２００角
又は２００Φ以上とする

ＢＰＬ

（Ａタイプも同じ）

Ｄ１６を切断し天端をそろえる
（Ａタイプも同じ）

Ｌ

Ｌ

ＡＢ

Ｌ

アンカーボルトの施工に誤差が

ある場合は台直しはせず右図の

様に補強する。

§８　壁面ブレース

８－１

ブレースリスト ｅ Σ

ｅ

Ｗ  ,２ Ｗ , Ｗ
Ｗ   or1

ｐ
ｐ

ｅ

25

Ｂタイプ　（間柱等二次部材）

§９　その他

９－１
Ａタイプ　（Φ≦０．１Ｈ） Ｂタイプ　（０．１Ｈ＜Φ≦０．２Ｈ）

３Φ以上

Φ

Ｈ

Φ

Ｈ

２Φかつ１００＋Φ

Ｗ 1

Ｗ 1

Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの０．５以上（片面）

３Φ

Ｌ Ｌ

Φ Ｈ

２Φかつ１００＋Φ

Ｗ 1

Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの０．５以上（両面）

３Φ

Ｌ Ｌ
又は同厚さ以上（片面）

Ｄタイプ　（０．２８Ｈ＜Φ≦０．４Ｈ）

Φ Ｈ

２Φかつ１００＋Φ

Ｗ 1

Ｌ

Ｗ 1

Ｗ 1

Ｗ 1
1.5

Ｅタイプ　（０．４Ｈ＜Φ≦０．５Ｈ）

Φ Ｈ

４５°以上

≒３０Ｗ or Ｗ

Ｗ 1

Ｗ or Ｗ

２Ｐ （設計図による）Ｌ

Ｆタイプ　

Φ

既製品（評定品）を用いた場合

ＯＳリング等　使用可

継手 H/4

H/4

１.　特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（Φ）は

     ０．５Ｈ以下とし、そのピッチは３．０Φ以上とする。

２.　貫通孔を設ける範囲は右図の　　　部分を原則とする。

     （これを満足できない場合は設計者の指示による。）

３.　貫通孔が多くある場合はＷＰ を厚くした（ＷＰ ＋補強Ｐ ）

　　 ＢＨとする。

９－２

デッキプレート 焼抜きせん溶接　＠≒３００

Ｈ

５０ デッキプレート受け ＦＢ-６５×９

９－３

スタッドジベル

h

p 1 p 1
a２

a１

d

アークスタッド溶接
a２

a１

p ２e e

t
d

９－４

壁 筋 の 溶 接

Ａ タ イ プ（ 標 準 ）

５０

ｐ

Ｗ     ＝５０1
ｐ＝鉄筋間隔

Ｂ タ イ プ（ 軽微なＲＣ壁の場合 ）

ＦＢ－６５×６Ｄ１３以下

１５

６５

Ｃ タ イ プ（ ブロック壁の場合 ）

５ｄ

５ｄ５ｄサイズ０．５ｄ

アークスタッド溶接

d

溶　接

脚長

ＧＰＬ高力ボルト

ｔ本数径
部　　材符 号

（設計図による）

ＬＬＬ

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３ 4

４

４

４ ４

４

４

４

柱ＦＰ

Ｌ

４

４

４

ｃ

柱が角形鋼管の場合柱がＨ形鋼の場合

４３

４３

４３

４３

柱がＨ形鋼の場合

ｆＴ

柱径が異なる場合ｄ

Ｔｃｆ
２，４００以下を原則とする。

梁現場継手位置

３０以上

補強プレート

６－６

柱が角形鋼管の場合

ＢＰＬ

ｔ

無収縮モルタル流し込み

３０°

貫 通 補 強

(補足編による）

Ｃタイプ　（０．２Ｈ＜Φ≦０．２８Ｈ）

Ｗ 1

ＬＰ 厚さはＷＰ 厚さと同厚さ以上（両面）

ｔo

ハイリング、フリードーナツ

Ｈ

５０以上

h、p　、p　設計図書による。1 2

ｈ≧４．０ｄ

p1

  ≧５．０ｄ

　≧４０

　≧１００

ｅ≧４０

ｄ≦２．５ｔ

p２

a２

a１

７．５ｄ≦　　≦３００

６－３

仕 口 と 継 手

５０

１.　Ｐ  -　ａ（鉛直スチフナ）

２.　Ｐ  -　ｂ（水平スチフナ）

３.　Ｐ  -　ｃ（通しダイアフラム）

４.　Ｐ  -　ｄ（内ダイアフラム）

５.　Ｐ  -　ｅ（折れ曲がり部）

２５ｍｍかつｃＴｆ以上

ｃＴｆ≦２５ の場合　２５

ｃＴｆ≧２８ の場合　３０

１.　ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク

　　 上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

　　 じとし、材質は上の方の１ランク上質とする。

２.　ｄ（６－２項）上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

　　 同質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

３.　ハンチ部でＦＰ を折曲げる場合はＲ≧１０Ｔｆとし補強プレートを入れる。ただし、勾配

　　 のゆるい場合（１／６程度）は不要。

４.　ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す

　　 ること。（告示１４６４）

５.　現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

１）　パネルゾーンのＰ の厚さ

２）　出寸法

３）　注記

ロ

イ

上下柱のＦＰ の厚い方より1サイズＵＰ以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰ より１サイズＵＰ以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰ より２サイズＵＰ以上かつ柱のＦＰ 以上

梁（柱）のＦＰ より１サイズＵＰ以上

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｅ

２.　丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共ＪＩＳ規格品を使用する。

３.　床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

１.　ＧＰ の最小幅　ｅが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。Ｌ

oｔ

鉄　骨　設　計　標　準　図　（２）

部分溶込み溶接

Ｌ

・合成スラブの場合はメーカー仕様による。

板曲げ加工半径ｒは、
フランジ板厚の１０倍以上とする。

15
0以

上
が

望
ま

し
い

15
0以

上
が

望
ま

し
い

15
0以

上
が

望
ま

し
い

通しダイアフラム

Ｐ－ｃ

Ｌ補強Ｐ 材質強度はＡＢ．ＢＰ 以上

補強Ｐ 厚さｔはＢＰ 厚さの１／２程度かつ９以上
（せん断力を負担させる場合も同様）

座金

10
0以

上
が

望
ま

し
い

仕口部に集結する梁の最大ＦＰ より１～２サイズＵＰ以上

・通しダイアフラム板厚はＳ－０９　１９．による。

２０２１年２月１日作成　　（不許複製）

鉄　骨　工　作　標　準　図　（２）　　　       ２０２２年度版

設計番号

大阪工事事務所

　　　－　　　　

工　事　名
　      ・      ・      

西日本旅客鉄道株式会社
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

図　面　名 ＮＯ   
一級建築士事務所特　記

一級建築士事務所 ＪＲ西日本 ＳＣＡＬＥ

Ｓ－０７鉄骨設計標準図（２）

　

２０２３０６０１版



工事に適用し、図面に記載のない事項はこれによる。これに定めのない場合は、
鉄道建築工事標準仕様書（西日本旅客鉄道株式会社）、公共建築工事標準仕様書

図６．１８　間柱の接合

図６．２１　床型枠用鋼製デッキプレートの取付け

図６．２２　折板受材の取付け

図６．２０　胴縁の接合

　（３）　鋼管分岐継手

　鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は、図２．

８による。ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りで

はない。

図２．８　鋼管分岐継手詳細

（１）　梁及び柱のしぼりの限度及び位置は、図５．６により，梁ハンチ部にリブプレート

　を設けるものとする。

　　リブプレートの形状は、図５．７により、板厚は梁ウェブと同厚以上とする。

（２）　柱のフランジ幅及び板厚のしぼりの限度並びにフランジ及びウェブの継手位置は、

　　図５．８による。

（３）　柱脚部のしぼりの限度及び位置は、図５．９による。

図５．６　梁及び柱のしぼり

図５．７　リブプレート

図５．８　柱のフランジ幅及び板厚のしぼりの限度、

フランジ及びウェブの継手位置

図５．９　柱脚部のしぼり

８．１　適用範囲

「§9　その他　9-1貫通補強」に記載の事項は下記に置き換える。

　この要領は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で、

貫通孔部分を補強する場合に適用する。ただし、貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの１／２以

下かつ鉄筋コンクリート梁せいの１／３以下とし、貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値

の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上を確保する。

８．２　梁貫通孔部補強の算定方法

　貫通孔の補強方法は、補強プレート法及び補強トラス法とし、貫通孔部分は、必要に応じ

て鋼管スリーブを取り付ける。しかし、無補強の場合の貫通孔部分のウェブせん断強度がメ

カニズム時の応力を上回っていれば、一般的には補強は必要ないと考えられる。

ＳＲＣ造の場合には、施工性を考慮して鋼管スリーブを取り付ける場合が多い。

　なお、貫通孔の位置の限度は、図８．１による。

図８．１　梁貫通孔の位置の限度

　（ａ）　補強プレート法

貫通孔による断面欠損と同量のプレートを補強する方法で、プレート厚（ｔｐ）は、

①式により算定する。

ｔｐ≧（φ＋２ｔｓ）ｔｗ／（Ｈ－２ｔｆ－１４０－φ－２ｔｓ）　－－①

図８．２　補強プレート法

１２１１１０１０９８８７６５５４３Ｓ

１６１５１４１３１２１１１０９８７６５４ｔ

表２．８　隅肉溶接のサイズ

表２．７　隅肉溶接の開先標準

　による。

　　隅肉溶接（Ｆ）の片面溶接の開先標準は、表２．７により、サイズ（Ｓ）は、表２．８

表２．６ｂ　部材が直交しない場合の開先標準

　　Ｔ形継手で部材が直交しない場合の開先標準は、表２．６ａ及びｂによる。

表２．６ａ　部材が直交しない場合の開先標準

シールドアーク溶接
ガスシールド及びセルフ

シールドアーク溶接
ガスシールド及びセルフ

　（３）　スニップカット

　（２）　隅肉溶接

表２．１４　スニップカットの寸法

　なお、スニップカット部は、溶接により埋めるものとする。

のスニップカットについては、Ｓｃ＝ｒ＋２により求めるものとする。

トの寸法（Ｓｃ）は、鋼材の板厚に応じて、表２．１４による。ただし、既製形鋼

　溶接の交差部をスニップカットで処理する場合は図２．６により、スニップカッ

図２．６　スニップカット

　（１）　完全溶込み溶接

§補１　　一般共通事項 受け板

ＰＬ－６

（Ａ）部断面図

間柱 間柱

アークスポット溶接２００～２１０＠

（長手方向９００＠以下）受け板ＰＬ－６

（ｂ）梁側面に取付く場合（ａ）梁直下に取付く場合

（単位：ｍｍ）
床型枠用鋼板デッキプレート

（注）　　建築基準法に基づき認定（構造用及び耐火構造用）を受けた合成床版用デッキプレート

の取付け方法は、認定時の添付資料「標準仕様書」による。

（単位：ｍｍ）

（ａ）山形鋼による接合 （ｂ）鋼板による接合 （ｃ）鋼板による接合

（リブプレート付）

（ａ）山形鋼による接合 （ｂ）鋼板による接合 （ｃ）鋼板による接合

（リブプレート付）

（ｅ）胴縁を継ぐ場合（ｄ）胴縁を引通す場合

（単位：ｍｍ）

Ｗ１ Ｗ１

Ｗ１Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１Ｆ１
Ｆ１

Ｗ１ Ｗ１

Ｆ１ Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

Ｆ１ Ｗ１

Ａ ５０５０

１０

１
０

５
０

５０１
０

１００ １００ １００

１００ １００ １００

１００１００１００

１０

適用管厚　３．２ｍｍ≦ｔ≦１２ｍｍ

交角　　　　３０°≦θ≦１５０°

支管

Ａ
主管Ｃ

Ｂ

Ｄ－Ｄ　断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

ｔ
ｔ ｔ

０
～
３

接線

１
．
５
ｔ
～
２
．
０
ｔ

５０°～６０° ５０°～６０°
０～３ ０～３

１．５ｔ～２．０ｔ １．５ｔ～２．０ｔ
１
．
５
ｔ
～
２
．
０
ｔ

Ａ部断面 Ｂ部断面 Ｃ部断面

（単位：ｍｍ）

Ｄ

θ

Ｄ

梁通し 柱通し

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｗ１

Ｗ１

リブプレート

５０１／５以下 １／５以下

５０

１／５以下 １／５以下

５０

２０
１０ １０

１０ ６０°

２０

リブプレート ＳＣ

１／２．５以下

フランジ継手 １／５以下
ウエブ継手

２
５

０

１
５

０

５
０

１／５以下

１
，

０
０

０
程

度

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：梁せい

φ：貫通孔内径寸法

（φ≦Ｈ／２かつφ≦Ｄ／３）

（注）梁端に貫通孔を設ける場合は、

原則として、梁端から貫通孔の

中心まで１．２Ｄ以上離し、梁

継手位置等にも留意を要する。

（単位：ｍｍ）

以
上

１
０

０

φ

Ｈ Ｄ

以
上

１
０

０

ｔｓ：鋼管スリーブ厚

ｔｆ：フランジ厚

ｔｗ：ウェブ厚

補強プレート

（単位：ｍｍ）

Ｆ１

Ｗ１
Ｆ１

Ｗ１
Ｆ１

Ｆ１

ｔｆ

５
０

ｔｐ５
０

φ ｔｗ
Ｈ　２

２
０

５
０

０～５ ０～５

ＣＬ

ｅ 　１

（注）　１　　１は、３φまたは、　２のうち小さい方とする。

２　補強プレートが１６ｍｍ以上となる場合は、必要な厚さの１／２の補強プレートを、ウエブ

両面から溶接する。

３　梁貫通孔が多数並列する場合は、ウェブ全体を厚手のプレートに置き換える方法がある。

４　鉄骨のひずみ矯正上、材端と補強プレートとの間隔（ｅ）は、ｅ≧Ｈとすることが望ましい。

５　補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき５０については、施工性

を考慮し、小さくすることができる。

Ｒ

α1

Ｇ

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｓ

ｔＳ
Ｓ

Ｓ

ｔ≦１６

１　（片面溶接）（片面溶接）

Ｈ　（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

α1
裏はつり

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

＋１

７　
－２

＋２

－２

＋２
９　

GC－TL－B1

MC－TL－B1

GC－TL－2

MC－TL－2

３５°３５°

Ｗ2'

Ｓ

≧
６
０
°

ｔ

α1
－５°－５°

－２
２

－２
２

アーク手溶接

寸　　　　　　法

Ｒ

Ｇ

板厚

６≦Ｔ

形　　　　　　状

ｔ／４≦Ｓ≦１０

記　号

α1
－５°

４５°
－５°

４５°

－２

＋２
２

－２

＋２
２

－０

＋４
０°

＋３

－０
０°

アーク手溶接

寸　　　　　　法

Ｒ

Ｇ

板厚

適用

６≦Ｔ

形　　　　　　状

ｔ／４≦Ｓ≦１０

Ｒ

Ｇ

Ｔ

４
５
°
≦
θ
≦
９
０
°

Ｓ

Ｓ

記　号

Ｗ3'

Ｓｃ

Ｓｃ ｒ

ｔ

１５１４１２１０Ｓｃ

１６以上１２９６ｔ

スニップカット （単位：ｍｍ）

＋２

適用

鉄　骨　設　計　標　準　図　（補足編）

　（ｂ）　補強トラス法

貫通孔による断面欠損と同量のプレートをトラス状に補強する方法で、プレート厚

（ｔｒ）は，②式により算定する。

ｔｒ≧２（φ＋２ｔｓ）ｔｗ／｛３（Ｂ－ｔｗ）｝　－－②

図８．３　補強トラス法

Ｂ：フランジ幅

※W2,W3 or W4（自然開先）

補強トラス

（単位：ｍｍ）

Ｗ１

※

Ｗ１

１００以下 Ｂ
５０

φ

０～５ ０～５６０° ６０°
ＣＬ

９．１　水平スチフナ・ダイヤフラムの省略について

て、鋼構造接合部設計指針（日本建築学会）に基づき確認する。

　柱・梁接合部において水平スチフナ・ダイヤフラムを省略する場合には、柱フランジの局部

曲げや柱ウェブの局部降伏などを考慮し、接合部耐力に応じた梁端接続部の曲げ耐力につい

９．２　角型鋼管柱のダイヤフラム等の亜鉛めっき用開口孔について

　角型鋼管を亜鉛めっき加工する場合のダイヤフラム等に設ける亜鉛めっき流入用の孔につい

ては、孔径・箇所数を設計図に表記するものとする。設計図から変更する場合は、ダイヤフラ

ムの構造耐力を確認する。

Ｂ

Ｂ

Ａ

（ａ）Ｈ型鋼柱の場合 （ｂ）角型鋼柱の場合

Ａ　断面

Ｂ　断面

スチフナの省略 ダイヤフラムの省略

※耐力確認要 ※耐力確認要

内ダイヤフラム

ダイヤフラム
設計図表記要

孔径・箇所数

変形拘束ＰＬ

Ｆ１

図１０．１　座金とベースプレートの全周溶接

記　号 Ｆ１

８．３　既製品（評定品）による補強

「§１　一般事項」は以下に置き換える。
　この鉄骨設計標準図は、建築物及び工作物の構造上主要部材に鋼材を用いる

ｔｒ

既製品（評定品）による補強を行う場合は、評定内容の使用条件を遵守すること。

（建築工事編）平成31年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）による。

　１．溶接施工

§補２　　補足事項

２．　梁及び柱のしぼり

　３．間柱 　６．　床型枠用鋼製デッキプレート

　４．母屋

　５．胴縁

図６．１９　母屋の接合

山型鋼又は鋼板

（ｅ）母屋を継ぐ場合（ｄ）母屋を引通す場合

（単位：ｍｍ）

１００１００１００

１０

　７．折板受材

Ａ－Ａ　断面図

（ｂ）勾配のある場合（ａ）一般の場合

Ｃ－１００Ｘ５０Ｘ２０Ｘ３．２

Ｗ９
４０－４００ Ｆ１

Ｆ１

丸　鋼

Ｗ８

Ｗ８

Ａ

２０

２００

Ａ

：折板受の現場取付範囲を示す。

４０－1００

４０－４００
ジョイント部　部分切断

４０－４００

４０－４００

　８．　梁貫通孔補強要領

　９．　柱・梁接合部

１０．　柱脚

（１）アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さの検討を行い、座金と

　　　ベースプレートを全周溶接することとし、図１０．１による。

（２）アンカーボルトの先端をかぎ状に折り曲げる場合の形状及び寸法は

ＪＩＳ　Ｂ　１１７８による。
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鉄骨梁が外壁を貫通する箇所は下記による。

梁に取り付く間柱の柱脚ボルトで屋外に露出するものは亜鉛メッキボルトとする。

HTB及びSPL共に亜鉛メッキとする

溶融亜鉛メッキ

50

※
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＋常温亜鉛メッキ
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溶融亜鉛メッキ
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小梁が亜鉛メッキの場合

HTB及びSPL共に亜鉛メッキとする。

小梁剛接合が亜鉛メッキの場合

取付く梁が亜鉛メッキの場合

継手高さは設計図書による。
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HTB:高力ボルト HTB:高力ボルト
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※は50～100mmとする。常温亜鉛メッキとは、「ローバル＋ローバルシルバー」を示す。
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図１８　スタッドボルト打設位置例

２０．２　□-200x200柱～□-350x350柱

HTB及びSPL 共に亜鉛メッキとする。

柱が亜鉛メッキになる場合

図１７　亜鉛メッキ要領図

コンクリート床版と接する大梁・小梁のフランジ上面にはスタッドボルトを取付ける。

梁接合部からスタッドボルト芯は50mm以上離す。

スタッドボルト高さは設計図書による。

柱面からスタッドボルト芯及び、スタッドボルト芯同士は150mm離す。

合成スラブの場合は設計図書による。
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　 Ｌ＝125　の時　L-125x90x10 @600以下

　 Ｌ＝150　の時　L-150x90x 9 @450以下

　 Ｌ＝175以上の時　PL-9 @450以下(下図)

　　母材に限り拡大孔φ２０とする。ただし、片側施工の時は補強板ｔ１２を設ける。

*2:中ボルトはダブルナットまたはゆるみ止めナットとする。

*1:Ｌ＝100　の時　L-100x75x10 @600以下

（施工用拡大孔を設ける場合で片側施工の時）

　　施工用拡大孔を設ける場合は、ＨＴＢ：１－Ｍ１６（Ｆ８Ｔ）とし、

梁フランジ

鋼製エンドタブ

裏当て金

鋼製エンドタブ

溶接部

ｒ

5mm以下

裏当て金

梁フランジ

5mm以下

ｒ=10mm程度

溶接前 溶接後 鋼製エンドタブの切断

ガス切断後、

グラインダで仕上げる

PL-6x50
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外壁

L-6P

部断面図イ

(SN400A)

冷間成形角形鋼管(ＳＴＫＲ、ＢＣＲ、ＢＣＰ材)のＲ部分へは、

ピース等の溶接による取り付けは、避けること。

Ｅｘｐ．Ｊ部分のボルト接合部は、接合される両材に対して

ルーズホールを設けるものとする。

L-6P

(SN400A)

２－Ｄ１３

床型枠用デッキプレート

主筋（下端筋）

主筋（上端筋）

配力筋

ア－クスポット溶接

30以上

50
以

上

(ダイヤフラム部 Ｆデッキ受)

PL-6 (SS400)

(梁継手部 Fデッキ受)

PL-6 (SS400)

5
0
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50
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5050505
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１４．Ｆデッキ受け要領

50
主筋（下端筋）

床型枠用デッキプレート

配力筋

主筋（上端筋）

(露出の場合、亜鉛メッキ外面)

平面図

50

40-1000

断面図（床型枠用デッキとの取付き）

１６．１　はね出しがない場合

4-D13

断面図（合成スラブ構造用デッキとの取付き）

2-D13

PL-4.5(SS400)

D10-@200

L-65x65x6@600

(SS400)

D10-@200

主筋

配力筋

200

L

(露出の場合、亜鉛メッキ外面)

合成スラブ構造用デッキプレート

2-D13

PL-4.5(SS400)

L-65x65x6@600

(SS400)

配力筋

主筋（上端筋）

主筋（下端筋）

200

L

(露出の場合、亜鉛メッキ外面) 床型枠用デッキプレート

断面図（床型枠用デッキとの取付き）

平面図

50

40-1000

１６．３　300＜L≦600の場合

2-D13
PL-4.5(SS400)

D10-@200

主筋

配力筋

50

L

(露出の場合、亜鉛メッキ外面)

合成スラブ構造用デッキプレート

断面図（合成スラブ構造用デッキとの取付き）

PL-1.6(SS400)

2-D13
配力筋

主筋（上端筋）

50

L

主筋（下端筋）

断面図（床型枠用デッキとの取付き）

(露出の場合、亜鉛メッキ外面)

PL-4.5(SS400)

床型枠用デッキプレート

平面図

50

40-1000

D10-@200

配力筋

50

合成スラブ構造用デッキプレート

主筋

4-D13

(露出の場合、亜鉛メッキ外面)

PL-1.6(SS400)

断面図（合成スラブ構造用デッキとの取付き）

１６．２　0＜L≦300の場合

１１．　外壁貫通部梁仕様

１２．　冷間成形角形鋼管へのピース等取り付け

１３．　Ｅｘｐ．Ｊ部分のボルト接合部

１５．床梁上部補強要領

１６．床はね出し部補強要領

１７．溶融亜鉛メッキ要領

１８．大梁・小梁スタッドボルト要領図

１９．通しダイアフラム板厚

a

a

範囲
パネルゾーン

範囲
パネルゾーン

ｔ２ ｔ２

ｅ ｅ

ｔ２ ｔ２

e e

ｔ１

ｔ１

ｔ１

ｔ１

ｔ１

ｔ１

　　（１）上下柱肉厚の５ｍｍアップ以上

　　（２）ｔ２≧２８ｍｍのときｅ＝３０ｍｍ
　　（１）ｔ２＜２８ｍｍのときｅ＝２５ｍｍ

　　（３）最小板厚１６ｍｍ
（ｃ）ｔ１使用板厚目安および材質
　　（１）使用板厚（単位：ｍｍ）
　　　　　６,９,１２,１６,１９,２２,２５,２８

３２,３６,４０,４５,５０,６０,７０

a

b

BCP235
SN400B

SN490B

SN400B BCR295 SN490B

パネルゾーン材質

パネルゾーン(下階柱と同厚)

下階柱 取り付き大梁

(溶接四面BOX)

BCP325 SN490B
SN400B

SN490B
BCP325

a
b

BCP235 SN400B

BCP325 SN490B

SN400B

SN400B SN400B SN400B SN400B

SN490B
BCR365 設計図書によるBCR365

BCP325または

SN490B(溶接四面BOX)
SN490B SN490B

BCR295

（ａ）通しダイアフラムの出寸法ｅ

（ｂ）通しダイアフラムのＰＬ厚さｔ１

　　（２）取付大梁最大フランジ厚の５ｍｍアップ以上

　　（２）ｔ１＞４０ｍｍのときはＴＭＣＰ鋼とする。

継手高さは設計図書による。

２０．１　□-400x400柱以上

２０．柱現場継手要領図

２１．線路上空二重デッキ受け詳細図

２２．鋼製エンドタブの切断（鉄骨工事技術指針・工場製作編より）

接合部による不足分は、同本数を周辺部に取り付ける、または当該梁に均等に割り付ける。
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２３．改札ピット部スラブ配筋仕様
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